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本
会
議
の
あ
ら
ま
し

本
会
議
の
あ
ら
ま
し

人
事
案
件

▽
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
＝
人
権
擁
護
委
員
の
泉せ
ん

田だ

一か
ず

美み

さ
ん
（
大
街
道
三
丁
目
）
の

任
期
が
、
本
年
９
月
30
日
を
も

っ
て
満
了
と
な
る
が
、
再
推
薦

し
た
い
と
し
て
、
人
権
擁
護
委

員
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
に

対
し
意
見
を
求
め
ら
れ
た
も
の

で
、
推
薦
に
つ
き
全
員
一
致
で

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

▽
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
＝
人
権
擁
護
委
員
の
小こ
ば
や
し林

正ま
さ

夫お

さ
ん（
東
美
園
町
）の
任
期
が
、

本
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
満
了

と
な
る
こ
と
か
ら
、
後
任
に
細ほ
そ

堀ぼ
り

一か
ず

夫お

さ
ん
（
野
辺
町
）
を
推

薦
し
た
い
と
し
て
、
人
権
擁
護

委
員
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会

に
対
し
意
見
を
求
め
ら
れ
た
も

の
で
、
推
薦
に
つ
き
全
員
一
致

で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

▽
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
＝
教
育
委
員
会
委
員
の

堀ほ
り

口ぐ
ち

哲て
つ

哉や

さ
ん
（
羽
附
町
）
の

任
期
が
、
本
年
９
月
30
日
を
も

っ
て
満
了
と
な
る
が
、
引
き
続

き
任
命
し
た
い
と
し
て
、
地
方

教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
同
意
を
求
め
ら
れ
た
も

の
で
、
全
員
一
致
で
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

条
例
の
改
正

▽
館
林
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
＝
電
子
署
名
等

に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ

ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業
務
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ

て
い
る
電
子
証
明
書
の
機
能
が
、

移
動
端
末
設
備
（
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
）
に
も
搭
載
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
お
け
る

多
機
能
端
末
機
を
利
用
し
た
印

鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
に
つ
い

て
、
従
来
の
個
人
番
号
カ
ー
ド

を
使
用
し
た
交
付
の
方
法
に
加

え
て
、
移
動
端
末
設
備
（
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
）
を
使
用
し
た
交

付
の
方
法
を
追
加
す
る
た
め
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取

得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
に
対
し
議

決
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
、
反

対
・
賛
成
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
討
論
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

（
※
本
案
は
総
務
文
教
常
任
委

員
会
の
審
査
に
お
い
て
、
賛
成

少
数
で
否
決
す
べ
き
も
の
と
議

決
さ
れ
て
い
ま
す
。）

専
決
処
分

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
５
年
度

館
林
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
））
＝
令
和
５
年
度
住

民
税
賦
課
決
定
に
よ
る
給
付
対

象
世
帯
の
増
加
に
伴
う
電
力
・

ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重

点
支
援
給
付
金
事
業
を
追
加
す

る
ほ
か
、
令
和
５
年
度
住
民
税

賦
課
決
定
及
び
家
計
急
変
に
よ

る
給
付
対
象
世
帯
の
増
加
に
伴

う
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
（
そ
の
他
世
帯
分
）
給

付
事
業
を
追
加
す
る
た
め
、
３

８
５
０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

３
０
８
億
６
８
１
１
万
９
０
０

▽
館
林
都
市
計
画
事
業
西
部
第

一
南
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行

規
程
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
＝
本
市
の
土

地
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
保

留
地
を
処
分
す
る
際
、
現
行
の

「
抽
せ
ん
又
は
随
意
契
約
」
に

よ
る
方
法
に
加
え
て
、
地
価
の

状
況
に
応
じ
た
価
格
競
争
に
よ

る
市
場
原
理
を
考
慮
し
た
保
留

地
の
処
分
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

「
一
般
競
争
入
札
」
に
よ
る
方

法
を
追
加
す
る
た
め
、
関
係
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
議
案

▽
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
＝
公

共
路
線
バ
ス
の
車
両
の
更
新
に

合
わ
せ
て
、
公
共
路
線
バ
ス
利

用
者
の
快
適
性
の
向
上
及
び
環

境
負
荷
の
低
減
を
図
る
観
点
か

ら
、
電
気
バ
ス
（
車
種
＝
小
型

電
気
バ
ス
Ｊ
６ 

乗
車
定
員
＝

29
人
）
１
台
を
取
得
す
る
た

め
、
ビ
ー
ワ
イ
デ
ィ
ー
ジ
ャ
パ

ン
株
式
会
社
と
特
命
随
意
契
約

に
よ
る
２
７
２
４
万
８
８
７
０

円
で
物
品
購
入
契
約
を
締
結
す

る
に
当
た
り
、
議
会
の
議
決
に

　

令
和
５
年
館
林
市
議
会
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら

20
日
ま
で
の
20
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
に
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
等
は
、
諮
問
２

件
、
議
案
９
件
、
報
告
１
件
で
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
同
意
、
認
定
、
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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令
和
４
年
度
決
算

▽
令
和
４
年
度
館
林
市
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
＝　

一
般
会
計
の
決
算
の
概
要
は
、

最
終
予
算
額
３
２
６
億
６
３
７

３
万
８
９
４
２
円
に
対
し
、
歳

入
決
算
額
は
３
２
４
億
６
２
２

８
万
７
９
８
６
円
で
、
予
算
に

対
す
る
収
入
率
は
99
・
38
％
で

す
。
ま
た
、
歳
出
決
算
額
は
２

９
７
億
２
０
１
１
万
３
５
２
４

円
で
、
そ
の
執
行
率
は
90
・
99

％
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
残

額
は
27
億
４
２
１
７
万
４
４
６

２
円
と
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源

２
９
７
１
万
６
５
３
４
円
を
差

し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、
27

億
１
２
４
５
万
７
９
２
８
円
で
、

こ
の
う
ち
21
億
円
を
財
政
調
整

基
金
に
積
立
て
し
、
翌
年
度
へ

繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
含
む
６

億
４
２
１
７
万
４
４
６
２
円
を
、

翌
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
決
算
は
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
が
、
歳
入

78
億
４
２
３
５
万
１
７
１
２
円
、

歳
出
76
億
７
０
９
５
万
７
１
４

７
円
。
介
護
保
険
特
別
会
計
が
、

歳
入
67
億
６
４
５
万
８
８
２
７

０
円
と
す
る
補
正
予
算
を
専
決

処
分
し
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
、
議
会
に
対
し
承
認
を

求
め
ら
れ
た
も
の
で
、
全
員
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

※
専
決
処
分
と
は

　

議
会
を
招
集
す
る
時
間
が

無
い
な
ど
、
法
律
で
決
め
ら
れ

た
理
由
に
該
当
す
る
場
合
、
及

び
議
会
の
議
決
に
よ
り
委
任

さ
れ
た
場
合
に
、
首
長
が
議
会

に
代
わ
っ
て
、
議
会
が
議
決
・

決
定
す
べ
き
事
件
を
処
分
す

る
こ
と
を
い
う
も
の
で
す
。

補
正
予
算

▽
令
和
５
年
度
館
林
市
一
般　

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
＝

国
庫
支
出
金
の
内
示
、
指
定
寄

附
金
の
ふ
る
さ
と
パ
ー
ト
ナ
ー

基
金
、
地
域
福
祉
基
金
、
地
球

環
境
基
金
、
奨
学
基
金
へ
の
積

立
の
ほ
か
、
認
知
症
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
お
け
る
老
朽

化
に
伴
う
大
規
模
修
繕
へ
の
補

助
、
ま
た
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
希
望
す
る
50
歳
以
上

の
方
へ
の
予
防
接
種
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
予
防
接
種
事
業

の
追
加
な
ど
、
年
度
の
前
半
を

経
過
す
る
時
点
で
早
急
に
予
算

措
置
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て

補
正
す
る
た
め
、
４
８
８
１
万

４
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

３
０
９
億
１
６
９
３
万
３
０
０

０
円
と
す
る
も
の
で
、
全
員
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

報
告

▽
令
和
４
年
度
健
全
化
判
断
比

率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

に
つ
い
て
＝
地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
判
断
指
標
に
お
い
て
、

ま
ず
、
実
質
赤
字
比
率
及
び
連

結
実
質
赤
字
比
率
に
つ
い
て
は
、

実
質
収
支
及
び
連
結
実
質
収
支

が
黒
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
赤
字

比
率
は
な
く
、
次
に
、
実
質
公

債
費
比
率
は
５
・
６
％
、
将
来

負
担
比
率
は
85
・
３
％
で
あ
り
、

ま
た
、
公
営
企
業
会
計
に
お
け

る
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
は
、

資
金
不
足
額
が
生
じ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
資
金
不
足
比
率
は
な

く
、
全
て
の
指
標
に
お
い
て
、

国
の
判
断
基
準
以
下
の
数
値
と

な
っ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

円
、
歳
出
63
億
６
３
２
３
万
５

３
５
８
円
。
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
が
、
歳
入
10
億
８
０

１
０
万
６
７
２
５
円
、
歳
出
10

億
５
９
１
０
万
５
８
０
７
円
で
、

い
ず
れ
の
特
別
会
計
も
黒
字
決

算
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
館
林
市
議
団
か

ら
反
対
討
論
が
、
緑
水
ク
ラ
ブ

か
ら
賛
成
討
論
が
行
わ
れ
、
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

▽
令
和
４
年
度
館
林
市
下
水
道

事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金

の
処
分
に
つ
い
て
＝
令
和
４
年

度
の
未
処
分
利
益
剰
余
金
に
つ

い
て
は
、
前
年
度
繰
越
利
益
剰

余
金
１
８
５
万
７
３
６
０
円
に
、

当
年
度
純
利
益
６
１
１
８
万
６

６
５
６
円
を
合
わ
せ
た
６
３
０

４
万
４
０
１
６
円
で
、
こ
の
う

ち
、
６
０
０
０
万
円
を
減
債
積

立
金
に
積
み
立
て
、
残
額
の
３

０
４
万
４
０
１
６
円
を
翌
年
度

へ
繰
越
利
益
剰
余
金
と
し
て
処

分
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方

公
営
企
業
法
第
32
条
の
規
定
に

よ
り
、
議
会
に
対
し
議
決
を
求

め
ら
れ
た
も
の
で
、
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

※
未
処
分
利
益
剰
余
金
と
は

　

決
算
で
算
出
さ
れ
た
未
だ

使
途
が
決
ま
っ
て
い
な
い
利

益
の
こ
と
で
、
当
年
度
純
利
益

と
前
年
度
繰
越
利
益
剰
余
金

を
合
わ
せ
た
額
と
な
り
ま
す
。

　

議
会
の
議
決
を
経
て
、
特
定

の
使
途
を
決
定
し
て
処
分
す

る
も
の
で
す
。

▽
令
和
４
年
度
館
林
市
下
水
道

事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
＝
収
益
的
収
支
に
お
い
て
は
、

収
入
額
14
億
９
３
１
０
万
１
４

２
円
、
支
出
額
14
億
７
４
７
万

４
７
４
８
円
で
、
消
費
税
調
整

後
の
損
益
計
算
書
上
の
純
利
益

は
６
１
１
８
万
６
６
５
６
円
と

な
り
、
資
本
的
収
支
に
お
い
て

は
、
収
入
額
４
億
８
１
２
２
万

１
９
５
０
円
、
支
出
額
10
億
94

万
２
３
７
４
円
で
、
不
足
額
５

億
１
９
７
２
万
４
２
４
円
に
つ

い
て
は
、
損
益
勘
定
留
保
資
金

等
で
補
て
ん
し
た
も
の
で
、
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

マンホールの蓋
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に
お
い
て
実
施
計
画
を
策
定
し

た
。

○
ま
ち
な
か
商
業
活
性
化
事
業

ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出

す
る
た
め
、
中
央
通
り
線
出
店

促
進
事
業
用
施
設
整
備
工
事
を

実
施
し
た
。

主
な
継
続
事
業

○
日
本
遺
産
推
進
事
業

館
林
市
「
日
本
遺
産
」
推
進
協

議
会
が
実
施
す
る
普
及
啓
発
事

業
等
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
た
。

○
公
園
競
技
施
設
管
理
運
営

ダ
ノ
ン
城
沼
ア
リ
ー
ナ
空
調
設

備
改
修
工
事
設
計
を
実
施
し
た
。

○
小
学
校
施
設
整
備
事
業

第
八
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事

を
実
施
し
た
。

○
中
学
校
施
設
整
備
事
業

第
四
中
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事

を
実
施
し
た
。

○
幼
稚
園
認
定
こ
ど
も
園
化
事

業北
幼
稚
園
及
び
東
幼
稚
園
の
認

定
こ
ど
も
園
化
改
修
工
事
を
実

施
し
た
。

○
金
券
発
行
事
業

市
民
へ
の
各
種
補
助
金
等
を
市

内
の
店
舗
で
使
用
で
き
る
金
券

で
交
付
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
と

と
も
に
、
本

年
度
は
、
金

券
デ
ジ
タ
ル

化
シ
ス
テ
ム

導
入
委
託
を

実
施
し
た
。

○
産
業
団
地
造
成
事
業

産
業
団
地
の
造
成
を
進
め
る
た

め
、
測
量
設
計
や
調
査
を
実
施

し
た
。

○
幹
線
排
水
路
整
備
事
業

準
用
河
川
宮
田
川
改
修
事
業
は
、

平
成
16
年
度
か
ら
令
和
６
年
度

中央通り線出店促進事業により開設された
モデル施設（本町二丁目：旧谷越ビル跡地）

○
ほ
場
整
備
事
業

ほ
場
整
備
に
よ
る
農
地
の
大
区

画
化
、
担
い
手
へ
の
集
積
・
集

約
化
を
図
る
た
め
、
野
辺
地
区

総
　
括

　

地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
を
背

景
に
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
と

社
会
保
障
費
が
増
加
し
て
い
く

状
況
に
お
い
て
、
公
共
施
設
等

の
老
朽
化
対
策
や
頻
発
・
激
甚

化
す
る
自
然
災
害
へ
の
備
え
、

さ
ら
に
は
地
域
社
会
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
推
進
な
ど
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
地
方

自
治
体
は
課
題
解
決
に
向
け
持

続
的
か
つ
臨
機
応
変
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
令

和
４
年
度
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
食
料
品
等
の
物
価
高

騰
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

第
６
次
総
合
計
画
及
び
第
２
期

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
の
２

年
目
と
し
て
、
計
画
に
掲
げ
た

様
々
な
事
業
を
実
施
し
た
。

主
な
新
規
事
業

○
少
子
化
対
策
事
業

子
ど
も
の
誕
生
を
祝
う
と
と
も

に
、
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
こ
ど
も

誕
生
祝
金
を
創
設
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

　

９
月
４
日
の
本
会
議
で
、
議
員
全
員
に
よ
る
決
算
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、
11
日
か
ら
13
日
ま
で
の
３
日
間
に
わ
た
り
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
議
案
第
49
号 

令
和
４
年
度
館
林
市
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
及
び
議
案
第
51
号　

令
和
４
年
度
館

林
市
下
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
案
第
50
号 

令
和
４
年
度
館
林
市
下
水
道
事
業
会
計

未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

令和５年１月 29 日に開催された
日本遺産「里沼」セミナーの様子

認定こども園化改修工事が実施された
北こども園（旧北幼稚園）

大型ほ場整備の実施が計画されている
野辺地区の農地
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ま
で
の
21
か
年
継
続
事
業
と
し

て
整
備
を
進
め
、
本
年
度
の
管

理
用
通
路
舗
装
工
事
１
０
６
２

ｍ
を
実
施
し
、
第
一
工
区
が
完

了
し
た
。

○
中
央
通
り
線
道
路
改
良
事
業

平
成
28
年
度
か
ら
令
和
11
年
度

ま
で
の
14
か
年
継
続
事
業
と
し

て
群
馬
県
が
整
備
を
進
め
て
お

り
、
本
年
度
は
用
地
６
３
１
・

39
㎡
の
取
得
と
12
件
の
補
償
を

実
施
し
た
。

○
土
地
区
画
整
理
事
業

・
西
部
第
一
南
地
区

昭
和
61
年
度
か
ら
令
和
15
年
度

ま
で
の
48
か
年
継
続
事
業
と
し

て
整
備
を
進
め
て
い
る
が
、
本

年
度
は
西
部
一
号
線
舗
装
工
事

２
１
３
５
㎡
、
区
画
道
路
側
溝

布
設
工
事
68
・
６
ｍ
等
を
実
施

し
た
。

・
西
部
第
一
中
地
区

平
成
元
年
度
か
ら
令
和
９
年
度

ま
で
の
39
か
年
継
続
事
業
と
し

て
整
備
を
進
め
て
い
る
が
、
本

年
度
は
区
画
道
路
改
良
工
事

74
・
１
ｍ
、
駅
西
通
り
線
植
栽

工
事
４
６
０
・
３
ｍ
、
１
戸
１

棟
の
建
物
移
転
等
を
実
施
し
た
。

・
西
部
第
二
地
区

平
成
11
年
度
か
ら
令
和
14
年
度

ま
で
の
34
か
年
継
続
事
業
と
し

て
整
備
を
進
め
て
い
る
が
、
本

年
度
は
区
画
道
路
改
良
工
事
５

８
９
・
９
ｍ
、
西
部
二
号
線
側

溝
布
設
工
事
１
２
８
・
７
ｍ
、

６
戸
16
棟
の
建
物
移
転
等
を
実

施
し
た
。

植裁工事が実施された駅西通り線（栄町）

区分
会計別 歳入決算額 歳出決算額 歳入

歳出　差引残額

一 般 会 計 32,462,287 ,986 29,720 ,113 ,524 2,742 ,174 ,462

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 7,842,351 ,712 7,670 ,957 ,147 171,394 ,565

介 護 保 険 6,706,458 ,827 6,363 ,235 ,358 343,223 ,469

後 期 高 齢 者 医 療 1,080,106 ,725 1,059 ,105 ,807 21,000 ,918

下
水
道

収 益 的 収 支 1,493,100 ,142 1,407 ,474 ,748 85,625 ,394

資 本 的 収 支 481,221,950 1,000 ,942 ,374 △ 519,720,424

令和４年度　館林市歳入歳出決算総括表

※ 資本的収支の収支差引不足額 519,720,424 円については、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、
　 過年度分損益勘定留保資金、当年度分損益勘定留保資金で補てんしました。
　 なお、この決算額には消費税が含まれています。

（単位：円）

西部一号線（新宿二丁目～富士原町）

　
（
令
和
５
年
10
月
１
日
現
在
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
平
井
玲
子　

○
岡
野
陽
子

　

岩
上
博
志　
　

権
田
昌
弘

　

斉
藤
貢
一　
　

吉
野
高
史

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

◎
柴
田　

信　

○
堀
口
き
く
枝

　

小
林
但
弥　
　

飯
島
一
志

　

田
辺
純
子　
　

遠
藤
重
吉

経
済
建
設
常
任
委
員
会

◎
川
村
幸
人　

○
池
森
の
り
子

　

野
本
泰
生　
　
渋
谷
理
津
子

　

篠
木
正
明　
　

野
村
晴
三

議
会
運
営
委
員
会

◎
野
村
晴
三　

○
平
井
玲
子

　

野
本
泰
生　
　

柴
田　

信

　

川
村
幸
人　
　

篠
木
正
明

議
会
報
編
集
委
員
会

◎
岩
上
博
志　

○
飯
島
一
志

　
堀
口
き
く
枝　
　

田
辺
純
子

　

平
井
玲
子　
　

野
村
晴
三

各
委
員
会

構成
◎
委
員
長 

○
副
委
員
長
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スマートフォンやタブレットからも視聴できます！

市議会の
ホームページ

HPをぜひご覧ください
⬅ライブ＆録画映像配信はこちら
https://smart.discussvision.net/smart/tenant/tatebayashi/WebView/rd/council.html
なお、各議員の質問の様子は、次のページからの「二次元コード」を読み取るとご覧になれます。

会議録の検索はこちら➡
https://ssp.kaigiroku.net/tenant/tatebayashi/pg/index.html

市議会だよりは、紙面の都合で本会議の要旨を掲載しています。
詳しくお知りになりたい場合は会議録をご覧ください。
※9月定例会の会議録は、12月上旬に掲載の予定です。

https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/li/gikai/index.html 市議会トップページ➡

議員個人の賛否結果一覧表（令和５年第３回定例会）
議席番号

議 員 名

　議案等名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

結果

小

林

但

弥

池
森
の
り
子

飯

島

一

志

岡

野

陽

子

堀
口
き
く
枝

岩

上

博

志

野

本

泰

生

田

辺

純

子

柴

田
　

信

平

井

玲

子

川

村

幸

人

渋
谷
理
津
子

権

田

昌

弘

斉

藤

貢

一

篠

木

正

明

吉

野

高

史

遠

藤

重

吉

野

村

晴

三

諮　問
第１号

人権擁護委員の推薦につき意見を　
求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

推薦
につき
同意

諮　問
第２号

人権擁護委員の推薦につき意見を　
求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

推薦
につき
同意

議　案
第44号 教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議　案
第45号

専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度館林市一般会計補正予算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議　案
第46号 館林市印鑑条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案  

可決

議　案
第47号

館林都市計画事業西部第一南土地
区画整理事業施行規程を定める条例
等の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案  
可決

議　案
第48号 財産の取得について ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ― ● ● ● ○ ○ 原案  

可決

議　案
第49号

令和４年度館林市歳入歳出決算の　
認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ― ○ ● ○ ○ ○ 認定

議　案
第50号

令和４年度館林市下水道事業会計　
未処分利益剰余金の処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ― ○ ● ○ ○ ○ 原案  

可決

議　案
第51号

令和４年度館林市下水道事業会計　
決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ― ○ ● ○ ○ ○ 認定

議　案
第52号

令和５年度館林市一般会計補正予算
（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案  

可決

※権田昌弘議長は採決に加わりませんので、「－」となっております。 【○：賛成　●：反対】
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９ 

月 

５ 

日

柴田　　信 議員（７ページ）
○本市における大型ほ場整備の現状と物価高騰に伴う

市民に対する生活支援について

堀口きく枝 議員（８ページ）
○災害時の取組について

飯島　一志 議員（８ページ）
○子ども会育成会などの地域組織の現状とこれからの

あり方について

斉藤　貢一 議員（9 ページ）
○政策課題の取り扱いについて

９ 

月 

６ 

日

田辺　純子 議員（9 ページ）
○保育士の配置と処遇改善について

篠木　正明 議員（10 ページ）
○国民健康保険税とマイナ保険証について

吉野　高史 議員（10 ページ）
○尊い命が失われた件について

近
代
的
な
整
備
が
さ
れ
て
い
な

い
泥
を
掘
っ
て
あ
る
だ
け
の
土

水
路
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
箇

所
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
以
上

の
こ
と
か
ら
、
農
地
や
道
水
路

な
ど
を
一
体
的
に
整
備
す
る
ほ

場
整
備
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

は
、
営
農
環
境
の
改
善
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
の
担
い
手
に

作
業
効
率
の
よ
い
農
地
の
集
積

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
農
業
の
安
定
化
及
び
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

質
問

物
価
高
騰
に
伴
う
市
民

に
対
す
る
生
活
支
援
の
取
組
に

つ
い
て
問
う
。

答
弁

本
市
に
お
い
て
、
今
年

度
実
施
し
て
い
る
支
援
の
取
組

に
つ
い
て
、
主
な
事
業
を
説
明

し
ま
す
。
ま
ず
、
電
力
・
ガ

ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点

支
援
給
付
金
で
す
。
こ
れ
は
物

価
高
騰
の
低
所
得
者
世
帯
へ
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
の
給
付

金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。
次

に
、
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
事
業
で
す
。
こ
れ
は

今
年
度
よ
り
発
行
し
て
い
る
館

林
市
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
「
ぽ

ん
ち
ゃ
ん
ｐ
ａ
ｙ
」
を
活
用
し

た
プ
レ
ミ
ア
ム
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
し
て
、
消
費
の
下
支
え
を
行

う
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
活

性
化
と
市
内
事
業
者
へ
の
支
援

に
つ
な
げ
る
も
の
で
す
。
次
に
、

学
校
給
食
用
食
材
高
騰
分
補
填

事
業
で
す
。
物
価
高
騰
に
よ
っ

て
学
校
給
食
用
食
材
の
値
上
げ

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
保
護
者

負
担
を
求
め
ず
、
学
校
給
食
費

を
値
上
げ
す
る
こ
と
な
く
、
安

定
的
に
食
材
の
調
達
を
す
る
た

め
、
食
材
費
へ
の
補
填
を
行
う

も
の
で
す
。

質
問

本
市
に
お
け
る
大
型
ほ

場
整
備
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁

本
市
に
お
け
る
大
型
ほ

場
整
備
の
現
状
と
し
ま
し
て
、

野
辺
地
区
に
お
い
て
は
、
農
地

の
区
画
が
小
さ
く
、
耕
作
す
る

土
地
も
分
散
し
て
お
り
、
集
団

化
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
作
業

効
率
は
決
し
て
よ
い
状
況
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
道
路
や
水
路
に

つ
い
て
も
、
道
路
は
幅
員
が
狭

く
、
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
も
の

が
多
い
た
め
路
面
状
態
も
悪
く
、

通
作
や
輸
送
に
支
障
を
き
た
し

て
お
り
、
大
型
機
械
を
用
い
た

営
農
に
は
向
い
て
い
な
い
状
況

で
す
。
ま
た
、
水
路
に
つ
い
て

も
老
朽
化
が
進
み
、
通
水
機
能

の
低
下
も
見
ら
れ
、
排
水
不
良

を
招
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

柴
田
　
信 

議
員

　

今
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
は
、
９
月
５
日
・
６
日
の
２
日
間
に
わ
た
り

行
わ
れ
、
７
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
対
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
市
の
所
信
を

た
だ
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
広
範
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
要
旨
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

（
本
文
は
質
問
者
本
人
の
責
任
を
も
っ
て
要
約
し
た
も
の
で
す
。）

本
市
に
お
け
る
大
型
ほ
場
整
備
の
現
状
と

物
価
高
騰
に
伴
う
市
民
に
対
す
る
生
活
支
援
に
つ
い
て

一
般
質
問

一
般
質
問
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に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁

市
内
11
小
学
校
区
の
う

ち
、
５
つ
の
学
校
区
子
ど
も
会

育
成
会
が
休
止
し
て
い
ま
す
。

質
問

市
子
ど
も
会
育
成
団
体

連
絡
協
議
会
の
役
割
と
活
動
内

容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁

育
成
団
体
相
互
の
連
絡

協
調
を
図
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
会
の
向
上
発
展
に
資
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

質
問

会
長
を
ト
ッ
プ
と
し
た

役
員
体
制
の
弊
害
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答
弁

学
校
区
子
ど
も
会
育
成

会
は
役
割
を
果
た
す
に
当
た
り
、

適
し
た
人
材
に
代
表
と
な
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
会

長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
体
制
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。

質
問

事
業
を
実
施
す
る
こ
と

が
目
的
の
組
織
か
ら
脱
却
す
る

考
え
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁

市
子
育
連
の
事
業
内
容

や
頻
度
に
つ
い
て
の
検
討
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

ラ
イ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
普
及
に
取
り
組
む
考
え
が

あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁

現
在
、
３
地
区
の
公
民

館
に
地
域
学
校
協
働
本
部
が
整

備
さ
れ
、
地
域
と
学
校
が
連
携
、

協
働
し
て
地
域
学
校
協
働
活
動

を
推
進
し
て
い
る
と
い
う
状
況

で
す
。

要
望
多
く
の
地
域
住
民
に
理

解
者
、
協
力
者
を
募
り
、
地
域

住
民
や
団
体
が
参
画
で
き
る
体

制
を
整
え
る
役
割
を
担
う
の
が

地
域
学
校
協
働
本
部
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
本
市
で
は
、
ま

だ
新
し
い
取
組
で
す
の
で
、
事

業
評
価
を
導
入
し
、
課
題
を
洗

い
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

質
問

現
在
の
小
学
校
の
児
童

数
と
子
ど
も
会
に
加
入
し
て
い

る
児
童
の
割
合
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答
弁

令
和
５
年
４
月
現
在
の

市
内
小
学
校
の
児
童
数
は
３
３

３
８
人
と
な
っ
て
お
り
、
う
ち

子
ど
も
会
に
加
入
し
て
い
る
児

童
数
は
１
５
３
５
人
で
あ
る
た

め
、
そ
の
割
合
は
46
・
０
％
と

な
り
ま
す
。

質
問

子
ど
も
会
育
成
会
の
総

数
と
休
止
し
て
い
る
割
合
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁

70
団
体
あ
り
、
う
ち
41

団
体
が
現
在
休
止
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
そ
の
割
合
は
58
・
６

％
と
な
り
ま
す
。

質
問

現
在
休
止
し
て
い
る
学

校
区
子
ど
も
会
育
成
団
体
の
数

め
、
ほ
か
の
避
難
者
と
の
ト
ラ

ブ
ル
回
避
を
目
的
に
一
定
の
制

限
を
設
け
ま
し
た
。
各
避
難
所

へ
お
越
し
の
際
に
届
出
を
い
た

だ
き
、
設
け
ら
れ
た
指
定
の
ペ

ッ
ト
飼
育
エ
リ
ア
で
の
保
管
や

餌
や
り
、
清
掃
な
ど
も
飼
い
主

の
方
が
責
任
を
持
っ
て
行
う
こ

と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

質
問

小
・
中
学
校
の
体
育
館

避
難
所
に
お
け
る
夏
場
で
の
施

設
環
境
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁

避
難
所
と
な
る
小
・
中

学
校
16
校
の
体
育
館
は
、
現
状
、

空
調
設
備
が
未
整
備
で
あ
る
た

め
、
夏
場
の
開
設
に
お
い
て
は

熱
中
症
事
故
の
リ
ス
ク
が
高
ま

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

要
望
今
後
、
温
暖
化
に
よ
る

気
温
上
昇
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

学
校
行
事
や
部
活
動
に
も
有
効

な
小
・
中
学
校
体
育
館
の
エ
ア

コ
ン
整
備
を
要
望
し
ま
す
。

質
問

災
害
時
の
障
が
い
者
支

援
に
つ
い
て
、
避
難
所
等
で
外

見
か
ら
は
支
援
が
必
要
で
あ
る

こ
と
が
分
か
ら
な
い
方
や
意
思

表
示
が
難
し
い
方
が
一
目
で
分

か
り
、
適
切
な
支
援
が
受
け
ら

れ
る
災
害
時
ヘ
ル
プ
バ
ン
ダ
ナ

や
要
配
慮
者
用
バ
ン
ダ
ナ
が
あ

り
ま
す
。
市
と
し
て
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

答
弁

避
難
所
に
お
い
て
支
援

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
周
囲
に

伝
え
る
手
段
と
し
て
有
効
と
考

え
ま
す
。

要
望
災
害
時
ヘ
ル
プ
バ
ン
ダ

ナ
の
導
入
を
要
望
し
ま
す
。

質
問

災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁

申
請
に
基
づ
き
当
該
支

援
を
提
供
す
る
従
来
の
手
法
だ

け
で
な
く
、
実
際
に
訪
問
等
を

行
う
こ
と
で
状
況
を
把
握
し
、

民
間
と
連
携
し
被
災
者
の
自
立

や
生
活
再
建
を
支
援
す
る
手
法

が
実
施
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

要
望
今
の
被
災
者
支
援
制
度

で
は
住
宅
被
害
の
場
合
、
建
物

は
支
援
さ
れ
る
が
、
人
に
支
援

が
行
き
届
き
ま
せ
ん
。
状
況
に

応
じ
た
生
活
再
建
を
支
援
す
る

た
め
、
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
導
入
を
要
望
し
ま
す
。

質
問

ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁

避
難
所
に
お
け
る
ペ
ッ

ト
と
の
同
行
避
難
の
基
準
を
定

堀
口
　
き
く
枝 

議
員

飯
島
　
一
志 

議
員

子
ど
も
会
育
成
会
な
ど
の
地
域
組
織
の

現
状
と
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
に
つ
い
て

災
害
時
の
取
組
に
つ
い
て
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表
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
選
挙
に

お
い
て
は
、
公
に
、
ま
た
、
積

極
的
に
市
民
に
訴
え
た
も
の
で

す
。
多
田
市
政
へ
の
市
民
の
判

断
基
準
と
し
て
も
、
公
開
す
べ

き
と
考
え
ま
す
が
。

答
弁

今
後
は
、
市
民
の
皆
様

に
お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
「
少
子
化
対
策
」と「
子

育
て
世
代
対
策
」と
し
て
の「
給

食
費
の
無
料
化
」
の
色
々
な
パ

タ
ー
ン
の
試
算
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
第
３
子
の
ス
タ
ー
ト
か
ら

２
年
が
経
ち
、
市
長
判
断
を
下

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
が
、
お
考
え
を
。

答
弁

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
国
・
県
主
導
で
無
償
化
実

現
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
情
報

や
財
源
を
総
合
的
に
考
慮
し
、

適
切
に
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

質
問

奨
学
金
の
給
付
型
の
設

置
に
つ
い
て
も
質
問
し
て
き
ま

し
た
が
、
こ
ち
ら
は
貸
出
よ
り

返
済
金
が
毎
年
２
０
０
０
万
円

多
い
状
態
で
あ
り
、
貸
付
残
高

が
５
億
２
０
０
０
万
円
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
財
政
調
整
基
金
は

33
億
９
０
０
０
万
円
。
目
的
も

無
し
、
上
限
も
無
し
に
貯
め
こ

ん
で
い
る
だ
け
で
な
く
、
投
資

す
べ
き
所
に
は
投
資
す
べ
き
と

考
え
ま
す
が
、
お
考
え
を
。

答
弁

経
常
的
に
安
定
し
た
一

般
財
源
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

要
望
近
隣
市
町
と
比
べ
て
も
、

子
育
て
世
代
へ
の
投
資
が
一
段

も
二
段
も
低
い
当
市
に
と
っ
て
、

少
子
化
も
含
め
、
短
期
・
中

期
・
長
期
投
資
の
考
え
方
や
施

策
を
明
確
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
の
た
め
の
財
政
調
整
基

金
、
奨
学
基
金
の
有
効
積
立
で

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

質
問

市
長
公
約
の
政
策
課
題

35
事
業
を
公
約
取
組
シ
ー
ト
と

し
て
、
政
策
具
現
化
の
た
め
活

用
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

「
給
食
費
無
料
化
」
は
、
そ
の

中
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の

か
、
伺
い
ま
す
。

答
弁

給
食
費
の
無
料
化
を
目

指
し
ま
す
（
第
３
子
以
降
無
料

化
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
）
と

し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

質
問

ス
タ
ー
ト
が
第
３
子
無

料
で
す
か
ら
、
自
ず
と
ゴ
ー
ル

は
給
食
費
完
全
無
料
化
で
よ
ろ

し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

答
弁

拡
大
で
き
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
大
変
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問

公
約
取
組
シ
ー
ト
は
公

後
、
市
と
し
て
の
対
応
を
伺
い

ま
す
。

答
弁

保
育
士
は
心
身
と
も
に

激
務
の
職
業
と
言
え
ま
す
。
６

月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ
ど
も

未
来
戦
略
方
針
は
、
抜
本
的
な

配
置
基
準
の
改
定
で
な
く
、
保

育
士
を
手
厚
く
配
置
し
た
施
設

に
運
営
費
を
加
算
す
る
方
向
で

制
度
設
計
さ
れ
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
国
県
の
動
向

を
注
視
し
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

質
問

保
育
士
確
保
が
大
き
な

課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
処
遇
改

善
に
係
る
現
状
を
伺
い
ま
す
。

答
弁

人
事
院
勧
告
分
と
処
遇

改
善
等
加
算
で
18
％
、
金
額
に

し
て
月
額
約
５
万
７
０
０
０
円

の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問

現
在
の
公
立
保
育
園
の

保
育
士
配
置
に
不
足
は
な
い
か

伺
い
ま
す
。

答
弁

公
立
保
育
園
は
、
国
で

定
め
ら
れ
た
年
齢
別
配
置
基
準

を
満
た
し
た
う
え
で
保
育
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

質
問

保
育
士
の
配
置
に
不
足

が
な
い
の
に
、
な
ぜ
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
募
集
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
弁

発
達
の
気
に
な
る
子
、

ア
レ
ル
ギ
ー
児
の
個
別
対
応
や

途
中
入
園
希
望
の
受
入
の
た
め
、

配
置
基
準
を
満
た
す
だ
け
で
は

十
分
な
保
育
が
難
し
い
ケ
ー
ス

も
あ
る
の
で
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問

県
境
に
あ
る
本
市
と
し

て
、
近
隣
市
町
と
の
賃
金
差
や

職
場
環
境
の
改
善
、
働
き
や
す

さ
に
ど
う
取
り
組
み
ま
す
か
。

答
弁

賃
金
面
で
の
処
遇
改
善

の
ほ
か
、
快
く
働
い
て
も
ら
え

る
よ
う
な
職
場
環
境
、
相
談
体

制
の
整
備
な
ど
に
引
き
続
き
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

質
問

本
市
は
国
基
準
で
職
員

を
配
置
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
栃
木
県
は
１
歳
児
３
対

１
、
埼
玉
県
や
新
潟
県
も
４
対

１
と
上
乗
せ
し
て
い
ま
す
。
公

私
立
保
育
園
と
近
隣
自
治
体
の

配
置
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答
弁

私
立
園
は
全
て
の
園
で

群
馬
県
保
育
充
実
促
進
費
補
助

金
や
３
歳
児
配
置
改
善
加
算
を

受
け
ら
れ
る
手
厚
い
配
置
を
行

っ
て
お
り
、
高
崎
市
、
伊
勢
崎

市
や
太
田
市
、
富
岡
市
で
も
補

助
金
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

質
問

公
立
園
の
１
歳
児
６
対

１
を
私
立
園
と
同
じ
５
対
１
に
、

市
の
基
準
を
変
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

国
が
配
置
基
準
の
見
直
し
に
つ

い
て
言
及
し
て
い
ま
す
が
、
今

田
辺
　
純
子 

議
員

斉
藤
　
貢
一 

議
員

政
策
課
題
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

保
育
士
の
配
置
と
処
遇
改
善
に
つ
い
て
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吉
野
　
高
史 

議
員

り
立
た
な
い
制
度
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
ど
の
よ
う
な
国

保
税
を
上
げ
な
い
方
策
を
講
じ

て
き
た
の
で
す
か
。

答
弁

税
率
を
決
め
る
基
と
な

る
医
療
費
総
額
を
抑
制
す
る
た

め
に
、
特
定
健
診
や
人
間
ド
ッ

ク
費
用
の
助
成
の
ほ
か
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促
進

を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
が
加

入
す
る
健
康
保
険
は
、
扶
養
が

い
て
も
保
険
料
は
増
え
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
国
民
健
康
保
険
は

均
等
割
が
か
か
り
、
子
ど
も
一

人
当
た
り
３
万
８
０
０
０
円
増

え
て
し
ま
い
ま
す
。
子
ど
も
の

均
等
割
を
無
料
に
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
す
か
。

答
弁

子
ど
も
へ
の
助
成
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
の
検
討
課
題
と

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

ト
ラ
ブ
ル
続
き
の
マ
イ

ナ
保
険
証
に
つ
い
て
、
市
長
の

考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

答
弁

令
和
６
年
秋
の
健
康
保

険
証
廃
止
に
向
け
て
動
い
て
い

ま
す
が
、
市
民
が
安
心
し
て
マ

イ
ナ
保
険
証
を
利
用
で
き
る
状

況
に
な
く
、
延
期
す
べ
き
と
ア

ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
ま
し
た
。

質
問

問
題
解
決
に
は
保
険
証

を
廃
止
し
な
い
こ
と
が
一
番
だ

と
思
い
ま
す
。
保
険
証
廃
止
の

延
期
で
は
な
く
て
撤
回
を
求
め

る
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

答
弁

課
題
も
あ
り
ま
す
が
、

メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
国
が

十
分
な
制
度
設
計
や
国
民
へ
の

説
明
を
果
た
し
た
後
に
判
断
す

べ
き
で
あ
り
、
現
時
点
で
の
白

紙
撤
回
を
国
に
要
望
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

質
問
「
国
保
税
が
高
す
ぎ
る
」

と
い
う
市
民
の
声
に
、
ど
う
応

え
る
の
で
す
か
。

答
弁

国
保
税
が
高
い
と
い
う

市
民
の
声
が
あ
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
ま
す
が
、
相
互
扶
助
の

精
神
に
基
づ
い
て
、
国
保
財
政

の
安
定
運
営
を
考
え
、
加
入
者

に
一
定
の
負
担
を
お
願
い
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

相
互
扶
助
と
言
い
ま
し

た
が
、
国
民
健
康
保
険
法
で
は

社
会
保
障
と
さ
れ
て
い
て
、
相

互
扶
助
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公

的
に
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。
国
保
は
年
齢
構
成

が
高
い
た
め
医
療
水
準
が
高
く
、

所
得
水
準
は
低
い
と
い
う
構
造

的
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
手

厚
い
公
的
負
担
が
な
け
れ
ば
成

し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
そ
の
も
の
を

教
育
委
員
会
が
勝
手
に
作
り
、

都
合
の
悪
く
な
る
こ
と
を
想
定

し
、
言
葉
巧
み
に
誘
導
し
て
同

意
書
に
署
名
さ
せ
た
の
か
。

答
弁

調
査
委
員
会
へ
ご
家
族

の
意
向
等
を
伝
え
報
告
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
次
に
進
め
ま

し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
ご
家

族
の
意
向
に
沿
っ
て
や
っ
て
き

て
い
る
つ
も
り
で
す
。

質
問

昨
年
12
月
の
自
殺
公
表

時
に
第
三
者
委
員
会
の
結
果
発

表
は
夏
頃
と
あ
っ
た
が
、
状
況

は
ど
う
変
わ
っ
て
、
い
つ
頃
の

発
表
に
な
る
の
か
。

答
弁

当
初
、
調
査
委
員
会
で

も
、
報
告
書
は
夏
く
ら
い
を
目

安
に
と
あ
り
ま
し
た
が
、
作
成

に
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
っ

て
し
ま
う
の
か
と
思
い
ま
す
。

質
問

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

３
月
と
６
月
の
議
会
で
教
育
長

は
「
ほ
と
ん
ど
が
回
答
」
と
答

え
た
が
「
ほ
と
ん
ど
」
と
は
。

答
弁

９
割
ほ
ど
が
「
ほ
と
ん

ど
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
す
。

質
問

１
４
２
人
の
ア
ン
ケ
ー

ト
中
、
問
１
～
７
の
回
答
数
は

42
人
、
39
、
39
、
41
、
33
、
36
、

38
人
。
あ
な
た
は
言
葉
が
分
か

っ
て
い
な
い
。
い
い
加
減
な
答

弁
を
し
て
議
会
を
す
り
抜
け
よ

う
な
ん
て
駄
目
だ
。
教
育
委
員

会
は
事
実
を
言
わ
な
い
と
い
う

こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。
同

じ
轍
を
踏
ま
な
い
た
め
に
は
。

答
弁

児
童
生
徒
の
命
を
守
る

こ
と
を
全
校
の
教
育
活
動
に
お

い
て
最
重
要
事
項
と
位
置
づ
け

一
層
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

要
望
ご
家
族
は
「
生
徒
の
３

～
４
人
か
ら
聞
き
取
り
調
査

を
」
と
要
望
し
て
い
る
。
対
応

を
要
望
し
ま
す
。

質
問

ご
家
族
に
対
し
、
こ
こ

に
署
名
し
な
い
と
前
へ
進
ま
な

い
と
誘
導
し
署
名
さ
せ
た
こ
と
。

自
殺
死
を
事
故
死
に
と
事
実
を

ね
じ
曲
げ
よ
う
と
迫
っ
た
こ
と
。

口
止
め
工
作
を
し
た
事
実
。
ご

家
族
は
、
不
誠
実
な
対
応
を
し

て
い
る
学
校
・
教
育
委
員
会
、

そ
し
て
第
三
者
委
員
会
に
不
信

感
を
抱
い
て
い
る
。
憔
悴
し
耐

え
て
い
る
ご
家
族
に
弔
慰
と
敬

意
を
表
し
ま
す
。
調
査
希
望
は

16
項
目
を
依
頼
し
た
。
な
ぜ
７

項
目
に
減
ら
し
た
の
か
。
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
は
行
わ
れ
た
の
か
。

答
弁

ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
は
調

査
委
員
会
の
内
容
に
な
る
の
で
、

詳
細
は
、
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

質
問

ご
家
族
の
意
向
を
無
視

篠
木
　
正
明 

議
員

尊
い
命
が
失
わ
れ
た
件
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
と

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
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議会運営の流れ

　市議会は、市長の提案した予算や条例等について審議し、決定していきます。
　市長は、この決定に従って具体的な市の仕事を進めます。このような働きから、
議会を「議決機関」、市長を「執行機関」といいます。
　今回は、こうした議会運営の流れについてご紹介します。

　議会では、定期的に招集される「定例会」が年４回（館林市では、３月・６月・９月・１２月）
に開かれるほか、必要に応じて「臨時会」が開かれます。
　通常、議会は市長が招集しますが、議長や議員（議員定数の 1/4 以上）からの請求に基づいて
招集される場合もあります。また、会期（開会から閉会までの期間）は議会で決定し、会期中に
はおおむね次の順序で議案や請願などの審議や審査が行われます。

　議案などは本会議で最終意思が決定されますが、
幅広く多様な市の仕事について効率的・専門的に審
査するため、いくつかの委員会が設けられています。
　館林市議会では、現在、総務文教常任委員会、市
民福祉常任委員会、経済建設常任委員会の３つの常
任委員会が設置されています。

　議員全員が議場に集まり、市長や議員から
提出された予算案や条例案などに対する審議
が行われ、議会の最終意思が決定されます。
　また、議案などの審議とは別に、市政全般
に対する一般質問も行われており、市政をチ
ェックするための重要な会議となっています。

紹介コーナー

市 

民

議 

員

市 

長 議 

案

請
願
・
陳
情

市　

議　

会

本　

会　

議

開　
　

会

提
案
説
明

質　
　

疑

討　
　

論

表　
　

決

閉　
　

会

一
般
質
問 委 員 会

付託 報告

ご存じ
ですか ?

議員の選挙区内での寄附などは、公職選挙法で厳しく禁止されています。
寄附禁止のルールをみんなで守りましょう。

市民と議員がいっしょに守る！　寄附などの禁止ルール

◇議員は有権者に寄附を「贈らない」
　選挙区内にある者に対して寄附をすることは禁止されて
います。
　議員本人が自ら出席する結婚式での祝儀や葬式での香典を
除き、お中元やお歳暮を贈ることは禁止されています。

◇有権者は議員に寄附を「求めない」
　議員に対し、寄附をするように勧誘や要求をすることは
禁止されています。
　お祭りへの寄附や差し入れ、また、地域の運動会・スポーツ
大会への飲食物の差し入れも禁止されています。

◇議員から有権者
への寄附は　 「受け取らない」
　議員からのお見舞いや差し入れは禁止されています。
　病気見舞いや、町内会の集会や旅行などの催し物への寸志
や飲食物の差し入れも禁止されています。

お歳暮や　
　お年賀

入学祝・　
　卒業祝 病気見舞い 本人以外が出席する

結婚祝

本人以外が出席する
葬式の香典

葬式の
花輪・供花

お祭りへの
寄附や差入

地域の催し物への
飲食物の差入

落成式・
開店祝の花輪

町内会の催し物への
寸志や飲食物の差入

贈らない！
求めない！
受け取らない！
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常
任
委
員
会
の
審
査
報
告

常
任
委
員
会
の
審
査
報
告

総
務
文
教

　

付
託
さ
れ
た
案
件
は
、「
財

産
の
取
得
に
つ
い
て
」
の
議
案

１
件
で
、
委
員
か
ら
は
、
契
約

の
方
法
が
特
命
随
意
契
約
で
は

不
透
明
感
が
出
て
く
る
の
で
、

一
般
競
争
入
札
に
で
き
な
か
っ

た
理
由
は
何
か
な
ど
の
質
疑
が

な
さ
れ
た
ほ
か
、
他
社
と
比
較

す
る
資
料
も
一
切
な
し
で
特
命

随
意
契
約
の
方
法
を
と
る
こ
と

は
地
方
自
治
体
と
し
て
間
違
っ

た
や
り
方
で
あ
る
と
の
反
対
討

論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
は
、
賛
成
少
数

に
よ
り
否
決
す
べ
き
も
の
と
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
福
祉

　

付
託
さ
れ
た
案
件
は
、「
館

林
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
の
議
案
１
件
で
、

委
員
か
ら
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
等
に
お
け
る
印
鑑
登

録
証
明
書
の
交
付
に
お
い
て
、

シ
ス
テ
ム
の
誤
作
動
は
起
き
な

い
の
か
な
ど
の
質
疑
が
な
さ
れ
、

採
決
の
結
果
は
、
全
員
一
致
を

も
っ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
課
よ
り
、

「
館
林
市
障
が
い
者
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
の
選
定

に
つ
い
て
」
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。経

済
建
設

　

付
託
さ
れ
た
案
件
は
、「
館

林
都
市
計
画
事
業
西
部
第
一
南

土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
規
程

を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
の
議
案
１
件
で
、

委
員
か
ら
は
、
保
留
地
を
売
却

す
る
際
に
転
売
を
禁
止
す
る
条

件
は
付
け
な
い
の
か
、
ま
た
、

一
般
競
争
入
札
に
お
け
る
最
低

処
分
価
格
の
算
定
方
法
に
つ
い

て
な
ど
の
質
疑
が
な
さ
れ
、
採

決
の
結
果
は
、
全
員
一
致
を
も

っ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
都
市
計
画
課
及
び
区

画
整
理
課
よ
り
、「
館
林
駅
東

側
の
都
市
再
生
と
西
側
の
市
街

地
推
進
に
つ
い
て
」
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
議
会
か
ら
推
薦

す
る
各
種
委
員
会
等
委
員
に
つ

い
て
、
館
林
市
市
営
住
宅
入
居

者
選
考
委
員
会
委
員
に
野
本
泰

生
議
員
、
篠
木
正
明
議
員
、
野

村
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「市議会だより」の

表紙写真募集
私のベストショット�

　市民の皆さんに〝親しまれ身近に感じる
ことができる市議会だより〟を目指し、表紙
に掲載する写真を募集しています。
応募期間　　随時受付
応募資格	 館林市内に在住もしくは館林

市内に通勤、通学されている方
応募写真	 館林市内で撮影された四季

折々の風景、行事など
※応募する際は募集要項（市議会の　　ホームページ）を
　必ず確認してください。
※詳細については下の QRコードからも
　見ることができます。
応募先・問合せ
議会事務局議事調査係
℡47- 5163

☆本会議は午前 10 時開会予定です。会議の日程、時間等は変更になることもあります。
☆一般質問の通告順位表は、11 月 29 日（水）から市のホームページでご覧いただける予定です。
　（https ://www.city.tatebayashi.gunma.jp ⇒ ページ下部の市議会をクリックしてお入りください。）

議会を傍聴してみませんか
　本会議・常任委員会はだれでも傍聴することができます。議会では皆さんの生活に直結
した重要な問題が審議されます。市政を身近に知るためにも、ぜひ議会を傍聴してください。
　手続は議会棟３階及び４階で、傍聴人受付簿に住所・氏名を記入するだけです。
　なお、傍聴席には限りがありますので、団体の場合はあらかじめ議会事務局までご連絡
ください。

【12月定例会の予定】
12 月  １日（金）本会議＝会期の決定、議案提案説明など
  ４日（月）本会議＝議案に対する質疑、委員会付託など
  ５日（火）・６日（水）本会議＝一般質問
  ７日（木）・８日（金）委員会＝常任委員会（総務文教・市民福祉・経済建設）
 14 日（木）本会議＝表決
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